
今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識者検討会 概要案

 国においては、令和5年2月、中央教育審議会初等中等教育分科会幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会において「学びや生
活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について～幼保小の協働による架け橋期の教育の充実～」（審議まとめ）が取りまとめら
れたことを踏まえつつ、家庭や地域の状況にかかわらず、全ての子供が格差なく質の高い学びへと接続できるよう、幼児期及び幼保小接続
期の教育の質を保障する施策を一層推進していくことが求められている。

 こうした状況を踏まえ、令和6年1月より、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（3要領・指
針）に基づく幼児期における教育活動の実態や幼児の学びの状況等を把握するとともに、今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の
在り方について必要な検討を行うため、本有識者検討会を開催。

 令和６年〇月、最終報告を取りまとめた。

検討事項

(1) 3要領・指針に基づく教育活動の実施状況等について

(2) 今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方について

(3) その他

※有識者検討会に関する庶務は、こども家庭庁成育局成育基盤企画課の協力を得て、文部科学省初等中等教育局幼児教育課が実施
。

〇 秋田 喜代美 学習院大学文学部教授、東京大学名誉教授
・ 大豆生田 啓友 玉川大学教育学部教授
・ 尾上 正史  学校法人福岡幼児学園紅葉幼稚園理事長
・ 河合 優子  聖徳大学大学院教職研究科、教育学部教授
・ 岸野 麻衣  福井大学大学院連合教職開発研究科教授
・ 古賀 松香  京都教育大学教育学部教授
・ 坂﨑 隆浩  社会福祉法人清隆厚生会こども園ひがしどおり理事長、

園長
・ 佐藤 友信  江東区立東陽小学校長
・ 汐見 稔幸  東京大学名誉教授

※敬称略、五十音順、職名は令和６年４月１日現在 （◎：座長、〇：座長代理）委員一覧

・ 鈴木 みゆき 國學院大學人間開発学部教授
・ 高橋 慶子  目黒区立みどりがおかこども園長
・ 田中 孝尚  神戸大学附属幼稚園長・副園長、

神戸大学附属小学校長
〇 奈須 正裕 上智大学総合人間科学部教授
・ 鍋田 桂子 横浜市茅ヶ崎南保育園長
◎無藤 隆  白梅学園大学名誉教授
・ 若山 育代  富山大学教育学部准教授
・ 渡邉 英則  学校法人渡辺学園 認定こども園ゆうゆうのもり幼保園長、
   港北幼稚園長

資料２



今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識者検討会 最終報告 概要案
幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（3要領・指針）に基づく

教育活動の実態等の把握、今後の教育課程、指導、評価等の在り方について

第１章 社会と共有したい幼児教育の基本的な考え方

第２章 幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく教育活動の成果と課題等

・近年、子供の外遊びの機会の減少、ゲーム・動画視聴時間の増加、同年齢・異年齢の子供同
士の交流機会の減少など、家庭や地域において幼児の発達に必要な直接的・具体的な体験を
十分に確保することが困難になってきている中、幼児教育施設において、安全・安心な場所で、幼
児が自由に伸び伸びと遊びながら、様々な人やもの、自然や文化等と直接的・具体的に触れて
関わり、豊かな体験をする機会を積極的に設けていくことが一層必要。

・幼児の遊びには、幼児の成長や発達にとって重要な体験が多く含まれており、自発的な活動とし
ての遊びは、幼児期特有の学習。一方、一部の幼児教育施設においては、SNS等からの偏った
情報やそれらの影響を受けた一部の保護者のニーズ等を優先し、ややもすると文字や数量の機械
的暗記や一方的指導など幼児の発達にふさわしくない教育活動が行われているとの指摘。また、
保護者をはじめ社会においては、幼児教育施設はただ遊ばせているだけとの誤解もある。
・幼児期は、知識・技能を教え込むことではなく、幼児が幼稚園教諭・保育士・保育教諭等との信
頼関係に支えられ、遊びを通して楽しいと感じる多様な体験をしながら、小学校以降の生活や学
習の基盤となる資質・能力を育んでいくようにすることが重要。（参照：「幼児教育と小学校教育がつな
がるってどういうこと？」https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/mext_02697.html ）
・国においては、幼児期の発達の特性や幼児期にふさわしい教育の在り方について、一層の普
及・啓発に取り組んでいくことが必要。

（１）身体の諸感覚を通した豊かな体験

（２）自発的な活動としての遊び

・近年、乳幼児の頃からの質の高い教育がその時期の発達にとって重要であることや、その後の
人生において長期にわたって学業達成や職業生活、家庭生活など多面的に良い効果をもたらす
ことなどが明らかにされてきている。
・全ての幼児に格差なく質の高い幼児教育を保障し、生涯にわたる生活や学習の基盤となる生
きる力の基礎を育み、それぞれが人生においてウェルビーイングの向上を実現していくことができる
ようにすることが必要。

・幼児期は活動意欲が高まる時期でもあり、幼児はいろいろな場所に出掛けて行き、様々な出来
事や自然・文化的な事物・事象、人々との出会いや関わりの中で直接的・具体的な体験をし、自
分にとって大切なことを学び、身に付けていく。

・幼児教育では、幼稚園教諭・保育士・保育教諭等が、意図的・計画的に、幼児が思
わず関わりたくなるような魅力的な環境を構成し、幼児が主体性を十分に発揮しながら
その環境に関わる遊びや生活を展開することにより幼児の発達を促すという「環境を通し
て行う教育」が基本。

１．幼児教育の基本に関する事項 （３）幼児教育において育みたい資質・能力

（４）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

（５）幼児理解に基づいた評価

１．幼児教育の重要性

２．幼児期の発達の特性

３．幼児教育の基本

・幼児は、教育的な意図をもって構成された環境の下で、好奇心や探究心をもって遊び
を展開する中で、様々な能力や態度を身に付けていく。幼児期においては、遊びを通して
の指導を中心的に行うことが重要。

・幼児教育施設において小学校以降の資質・能力を育むことの認識が高まり、小学校教
育との接続を意識した実践が行われるようになってきたとの成果がある一方、幼児教育関
係者の中には、当該資質・能力と５領域のねらい及び内容、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」との関係を理解することが難しいという指摘があるため、国・地方自治体
においては、より実践的な調査研究を進めることが必要。

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」については、幼保小の合同研修等で活用され、
幼保小接続期の教育に関する相互理解が深まっているなどの成果がある一方、幼児教
育関係者の中には、その文言のみで幼児を捉えようとしたり、幼児を当てはめてできる・でき
ないと安易に評価したりしているなどの課題が指摘されているため、国・地方自治体におい
ては、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の具体的活用等について、研修等を通じ
て一層の理解・啓発を図ることが必要。

・幼児教育施設における評価は、定量的に優劣を決めたり、ランクを付けたり、一定の基
準に対する到達度についての評定によって捉えるものではなく、幼児の姿の変容を捉え、そ
の姿が生み出されてきた様々な状況について適切かどうか検討し、教育を改善するための
手掛かりを求めることである。幼児の発達の状況と評価の考え方を保護者と共有し、幼
児教育施設と家庭が一体となって幼児の成長を支える取組を進めていくことが大切。

・人の一生において、幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎が培われる極めて重要な時期。

（動画コンテンツへリンク）



３．幼児教育と小学校教育との円滑な接続

第３章 必要な条件整備

２．現代的諸課題に応じて検討すべき事項

（１）幼児教育施設におけるICTの活用
・国において、幼児教育の「環境を通して行う教育」の環境にデジタル環境が含まれることを
明確化、ICTの効果的な活用方法やデジタル環境の整備、低年齢児への弊害やリスク、
活用上の留意点について検討が必要。
（２）特別な配慮を必要とする幼児への指導

（３）幼稚園等が行ういわゆる預かり保育
・教育課程に係る教育時間終了後においても、幼児の学びや成長につながる教育活動が実
施されるよう、国・地方自治体において、幼稚園等におけるいわゆる預かり保育について、
より実践的な調査研究が必要。
（４）幼稚園等における満３歳以上児の教育の接続
・満３歳未満児の実態を踏まえながら、０歳から18歳の子供の発達や学びの連続性の
観点、満３歳以上児の幼児教育との円滑な接続や幼保小の接続を見通した、幼児期にお
ける教育の一貫性・連続性の確保という観点から、幼児教育の充実を図ることが必要。
（５）地域における幼児教育施設の役割

・幼児の障害や文化的・言語的背景などの特性を踏まえた教育を行うことが必要であり、
国・地方自治体において、特別な配慮を必要とする幼児への継続的な支援を可能にする
体制作り（幼児教育施設と医療、母子保健、福祉等の関係機関との連携、幼児教育施
設へのアドバイザー等の派遣、研修プログラム・研修資料等の提供等）が重要。

・幼児教育施設は、地域の幼児教育の中核的存在として、在園児のみならず、地域の子
供に幼児教育の機能と施設を積極的に開放し、様々な家庭や年齢層の子供が学びの環
境に関わることができるようにすることが重要。

・幼児教育施設と小学校の両者が連携の意識をもち、教育実践を見合い、相互の共通理
解を図ることが重要。特に小学校入学当初は幼児教育との指導方法の連続性・一貫性を
確保することが重要。
・小学校以降で進められている教育の方向性（ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一
体的に充実し、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善につなげていくこと）は、子
供それぞれの興味・関心や一人一人の個性に応じた多様で質の高い学びを引き出す観点か
ら、幼児教育の「環境を通して行う教育」の考え方とつながっている。小学校教育において、
新たなＩＣＴ環境や先端技術も活用しつつ、「環境を通して行う教育」という幼児教育の考
え方を取り入れた教育実践の研究・普及を行っていくことが考えられる。

・国においては、「幼保小の架け橋プログラム」を推進しており、一部の地域において、幼児教
育施設において小学校の各教科等の指導の専門性等を参考に幼児の主体的な遊びを支える
働きかけが充実したり、小学校において入学当初の指導方法が変わり、子供の主体的な姿が
より見られるようになってきているなどの成果が上がっている。
・一方、新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響による幼保小の連携・接続の取組の中
断等により、全国的にみると未だ不十分。
・小学校低学年においていじめの認知件数が多く、また不登校児童の増加率が高いことを踏ま
え、いじめ・不登校対策の観点からも、幼保小の接続期の教育の充実に取り組むことが重要。

１．地方自治体における幼児教育担当部局の在り方
・幼児期及び幼保小接続期の教育に関しては、設置者や施設類型を問わず、教育委員会
が一元的に所管又は他の関係部局が所管する場合においても一定の責任を果たす体制
を構築することなどにより、教育委員会が有する学校教育の専門的知見を生かしながら、幼
児教育段階から高等学校教育段階までの教育の一貫性・連続性を確保した施策を展開
することが重要。

２．今後の幼児教育施設の在り方

３．幼児教育施設への支援体制

 地域の幼児教育ビジョンを明確にし、幼児教育センターの設置・活用、幼児教育施設の
合同研修、幼児教育アドバイザー・架け橋コーディネーター等の育成・配置等を推進

 教育委員会が中心となり、「幼保小の架け橋プログラム」促進のための体制を構築
 国公私立の幼児教育施設のネットワークやプラットフォームの構築、公開保育等を推進

・国において、
 幼児教育センターや幼児教育アドバイザー等を法令等に位置付け、広域連携を推進
 地方自治体における「幼保小の架け橋プログラム」の体制構築等の取組を支援
 NIERによる日本独自の質評価指標の開発や園内研修等における活用を推進
 幼児教育施設間のピア評価や第三者評価を通じた教育の質の見える化等を推進

・今後、国において幼児教育の在り方について検討を行うに当たっては、幼児教育の大規模縦
断調査や諸外国の動向等の調査研究から得られたエビデンスを生かしながら検討を進めてい
くことが重要。

４．EBPMの推進

・今後、人口減少が急速に進み、運営の継続が困難となる幼児教育施設が増える地域も
出てくることが見込まれる中、国において、地域において幼児教育施設の規模や期待する役
割など今後のその在り方について検討を進めることができるよう、調査研究を行うことなどが
必要。

・地方自治体において、

・とりわけ著しく減少を続けている公立幼稚園については、これまで果たしてきている役割を今
後も果たせるよう、地方自治体において、地域の実情や保護者のニーズ等を踏まえつつ、３
年保育や預かり保育の実施、認定こども園への移行等を検討することが必要。

・保護者が幼児教育施設に対し、長時間の預かりを求めたり、幼児の教育について過度に期
待しすぎたりする傾向も見られる。幼児の健やかな成長のためには、幼児教育施設と家庭・地
域がそれぞれの有する役割等を発揮し、支え合いながら一体となって子育てに取り組むことが
必要。保護者の家庭での養育等の重要性についても普及啓発を行っていくことが重要。

※EBPM:証拠に基づく政策立案（Evidence-Based Policy Making）

※NIER：国立教育政策研究所幼児教育研究センター
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